
「耐熱性アップリケマット」と「熱接着両面シート」で作る　パイナップルのアップリケ　1-3

＜使用道具＞ ＜材料＞

57-919
耐熱性アップリケマット

77-951
熱接着両面シート36-666

カットワークはさみ115

アップリケに使いたい布：適宜

＜作り方＞

③　布をカットし、はくり紙を剥がします。

「耐熱性アップリケマット」と「熱接着両面シート」で作る

パイナップルのアップリケ

https://clover.co.jp/products/57919

https://clover.co.jp/products/36666

https://clover.co.jp/products/77951

葉っぱ：図案どおり 土台：図案どおり

皮部分：

図案より小さめに
カットしたあと、
格子模様にカット

57-878
手芸用ピンセット

22-001
糸抜

https://clover.co.jp/products/57878

https://clover.co.jp/products/22001

(あると便利な道具)

(糸抜があると、はくり紙を剥がしやすいです。)

①　パーツ図案の上に「熱接着両面シート」を
　　はくり紙側を上にして重ね、えんぴつで
　　図案を写します。

②　布の裏側に熱接着両面シートを貼ります。

熱接着両面シート

(はくり紙側)

各パーツ図案

熱接着両面シート

(はくり紙側)

布(裏側)

えんぴつ



「耐熱性アップリケマット」と「熱接着両面シート」で作る　パイナップルのアップリケ　2-3

皮部分のパーツ

⑤　「耐熱性アップリケマット」の下にアップリケ図案を置き、
　　図案に合わせて実の部分と葉っぱの一部が重なるようにレイアウトし、
　　アイロンをかけると、パイナップルのモチーフの完成です。

土台：
皮の部分の輪郭

＋ ➡

④　パイナップルの皮のパーツを、土台用の布の上に置いて
　　アイロンがけします。

　※アイロン保護シートの上からアイロンをすることで、
　　アイロン台やアイロンに糊が付くのを防ぎます。 バッグやポーチなどにアイロン接着してお使いください。

※頻繁に洗濯するものに接着する場合は
　仕上げにステッチがけをしてください。

　見本作品はミシンでステッチして
　仕上げています。

※このとき、手芸用ピンセットがあると
　レイアウトしやすいです。



「耐熱性アップリケマット」と「熱接着両面シート」で作る　パイナップルのアップリケ　3-3

土台用の布×1枚
皮部分のパーツ×1枚

葉っぱ部分×1枚

アップリケ図案 各パーツ図案

(※反転しています。このまま写してください。)

5cm


